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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
！
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
Ｖ
Ｓ
ダ
ー
ク
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
！
！

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
０
１
０
Ｍ

【
作
者
名
】

　
ユ
ー
リ

【
あ
ら
す
じ
】

　
ダ
ー
ク
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
に
よ
っ
て
誘
拐
さ
れ
た
亜
夢
を
救
う
た
め
、
ダ
ー
ク

ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
の
本
拠
地
に
乗
り
込
ん
だ
歌
唄
達
。
そ
こ
で
待
ち
受
け
て
い
た

の
は
、
敵
に
よ
っ
て
洗
脳
さ
れ
た
亜
夢
の
姿
だ
っ
た
。
果
た
し
て
歌
唄
達
は
亜

夢
を
救
う
事
が
で
き
る
の
か
！
？
３
部
作
小
説
、
こ
こ
に
完
結
！
！
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（
前
書
き
）

こ
の
小
説
は
『
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
！
登
場
、
ダ
ー
ク
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
！
！
』
の
続

編
小
説
で
す
。

や
や
の
新
た
な
キ
ャ
ラ
な
り
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
出
る
他
、
単
行
本
８
～
９
巻
の

ネ
タ
バ
レ
が
あ
り
ま
す
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
紹
介

日
奈
森
亜
夢
：
こ
の
物
語
の
主
人
公
で
、
聖
夜
小
学
校
の
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
で
ジ

ヒ
ナ
モ
リ
　
ア
ム

ョ
ー
カ
ー
を
し
て
い
る
女
の
子
。
表
向
き
は
ク
ー
ル
＆
ス
パ
イ
シ
ー
キ
ャ
ラ
だ

が
実
は
意
地
っ
張
り
キ
ャ
ラ
。
莱
夢
達
ダ
ー
ク
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
に
よ
っ
て
誘
拐

さ
れ
、
洗
脳
さ
れ
て
し
ま
う
。
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
は
ラ
ン
、
ミ
キ
、
ス
ゥ
、
ダ
イ

ヤ
の
４
人
。

星
名
歌
唄
：
か
つ
て
イ
ー
ス
タ
ー
社
に
所
属
し
て
い
た
、
１
４
歳
の
ア
イ
ド
ル
。

ホ
シ
ナ
　
ウ
タ
ウ

亜
夢
と
は
親
友
同
士
。
本
名
は
月
詠
歌
唄
で
、
月
詠
幾
斗
の
妹
。
し
ゅ
ご
キ
ャ

ラ
は
イ
ル
と
エ
ル
の
２
人
。

ル
ル
・
ド
・
モ
ル
セ
ー
ル
：
今
作
の
も
う
１
人
の
主
人
公
で
、
ア
ニ
メ
オ
リ
ジ

ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。
イ
ー
ス
タ
ー
第
３
の
刺
客
だ
が
、
私
利
私
欲
で
は
な
い

ら
し
い
。
名
古
屋
人
と
フ
ラ
ン
ス
人
の
ハ
ー
フ
で
、
時
々
名
古
屋
弁
で
話
す
が

普
段
は
標
準
語
。
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
は
ナ
ナ
。

辺
里
唯
世
：
聖
夜
小
学
校
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
の
キ
ン
グ
ス
チ
ェ
ア
を
し
て
い
る
少

ホ
ト
リ
　
タ
ダ
セ

年
で
、
亜
夢
の
憧
れ
。
『
王
子
』
と
い
う
言
葉
を
聞
く
と
王
様
キ
ャ
ラ
に
キ
ャ

ラ
チ
ェ
ン
ジ
し
て
し
ま
う
。
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
は
キ
セ
キ
。

藤
咲
な
ぎ
ひ
こ
：
聖
夜
小
学
校
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
の
ジ
ャ
ッ
ク
ス
チ
ェ
ア
を
し
て

フ
ジ
サ
キ

い
る
少
年
。
実
は
か
つ
て
の
ク
イ
ー
ン
ズ
チ
ェ
ア
、
な
で
し
こ
と
同
一
人
物
で
、

女
形
舞
踊
の
勉
強
の
た
め
に
女
装
を
し
て
い
た
が
亜
夢
に
は
内
緒
に
し
て
い
る
。
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し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
は
て
ま
り
と
リ
ズ
ム
の
２
人
が
い
る
。

真
城
り
ま
：
聖
夜
小
学
校
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
の
ク
イ
ー
ン
ズ
チ
ェ
ア
を
し
て
い
る

マ
シ
ロ

少
女
。
見
か
け
は
ク
ー
ル
だ
が
、
実
は
お
笑
い
好
き
。
今
回
の
物
語
で
な
ぎ
ひ

こ
の
正
体
に
感
づ
く
。
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
は
ク
ス
ク
ス
。

結
木
や
や
：
聖
夜
小
学
校
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
の
エ
ー
ス
チ
ェ
ア
を
し
て
い
る
少
女

ユ
イ
キ

で
、
一
番
年
下
。
普
段
は
赤
ち
ゃ
ん
キ
ャ
ラ
だ
が
、
頑
張
っ
て
い
る
一
面
も
。

し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
は
ペ
ペ
。

鬼
怒
川
莱
夢
：
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
に
敵
対
す
る
ダ
ー
ク
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
の
リ
ー
ダ

キ
ヌ
ガ
ワ
　
ラ
イ
ム

ー
、
ダ
ー
ク
ジ
ョ
ー
カ
ー
を
し
て
い
る
少
女
。
亜
夢
に
髪
型
が
似
て
い
る
。
自

分
１
人
で
物
事
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
様
子
。
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
は

ゼ
ア
ス
と
ミ
ヤ
。

獅
童
時
臣
：
ダ
ー
ク
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
の
ダ
ー
ク
キ
ン
グ
ス
チ
ェ
ア
を
し
て
い
る

シ
ド
ウ
　
ト
キ
オ
ミ

少
年
。
莱
夢
の
側
近
的
存
在
で
、
彼
女
の
事
が
好
き
。
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
は
ラ
イ
。

獄
猿
静
海
：
ダ
ー
ク
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
の
ダ
ー
ク
ジ
ャ
ッ
ク
ス
チ
ェ
ア
を
し
て
い

ゴ
ク
エ
ン
　
セ
イ
カ
イ

る
少
年
。
熱
血
漢
あ
ふ
れ
る
男
で
、
土
佐
弁
で
話
す
。
髪
の
色
は
赤
で
、
地
毛

ら
し
い
。
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
は
ド
ロ
ワ
。

烏
条
音
譜
：
ダ
ー
ク
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
の
ダ
ー
ク
ク
イ
ー
ン
ズ
チ
ェ
ア
を
し
て
い

ウ
ジ
ョ
ウ
　
オ
ン
プ

る
少
女
。
歌
唄
に
容
姿
が
似
て
い
る
が
、
歌
唄
と
違
い
髪
形
は
シ
ン
グ
ル
テ
ー

ル
。
歌
唄
の
事
を
亜
夢
か
ら
聞
い
て
お
り
、
心
理
的
に
歌
唄
を
揺
さ
ぶ
ろ
う
と

す
る
。
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
は
テ
ィ
ン
ク
。

兎
帳
閨
夜
：
ダ
ー
ク
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
の
ダ
ー
ク
エ
ー
ス
チ
ェ
ア
を
し
て
い
る
少

ト
バ
リ
　
ネ
ヤ

女
。
１
人
称
は
『
ア
チ
シ
』
で
、
莱
夢
の
事
を
莱
夢
っ
ち
と
呼
ぶ
。
髪
型
は
顔

の
下
に
つ
く
ツ
イ
ン
テ
ー
ル
。
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
は
ヴ
ィ
ス
。

ラ
ン
＆
ミ
キ
＆
ス
ゥ
＆
ダ
イ
ヤ
：
亜
夢
の
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
。
亜
夢
と
の
キ
ャ
ラ

な
り
は
そ
れ
ぞ
れ
、
ア
ミ
ュ
レ
ッ
ト
ハ
ー
ト
・
ア
ミ
ュ
レ
ッ
ト
ス
ペ
ー
ド
・
ア

ミ
ュ
レ
ッ
ト
ク
ロ
ー
バ
ー
・
ア
ミ
ュ
レ
ッ
ト
ダ
イ
ヤ
。
４
人
一
緒
に
合
体
す
る

事
で
、
ア
ミ
ュ
レ
ッ
ト
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
と
な
る
。

イ
ル
＆
エ
ル
：
歌
唄
の
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
。
よ
く
ケ
ン
カ
す
る
が
実
は
仲
良
し
。

歌
唄
と
の
キ
ャ
ラ
な
り
は
イ
ル
が
ル
ナ
テ
ィ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ム
で
、
エ
ル
が
セ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ム
。
２
人
一
緒
に
合
体
す
る
事
で
、
新
た
な
キ
ャ
ラ
な
り
・
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ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
チ
ャ
ー
ム
と
な
る
。

ナ
ナ
：
ル
ル
の
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
。
ル
ル
よ
り
も
名
古
屋
弁
で
話
す
事
が
多
い
。

今
回
初
め
て
ル
ル
と
キ
ャ
ラ
な
り
す
る
。
ル
ル
と
の
キ
ャ
ラ
な
り
は
ド
ロ
シ
ア

レ
イ
ン
ボ
ー
。
詳
細
は
不
明
だ
が
、
も
う
１
人
の
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
と
合
体
す
る

事
で
ド
ロ
シ
ア
プ
リ
ン
セ
ス
と
な
る
。

キ
セ
キ
：
唯
世
の
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
。
生
意
気
な
王
子
様
キ
ャ
ラ
。
唯
世
と
の
キ

ャ
ラ
な
り
は
プ
ラ
チ
ナ
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
。

て
ま
り
＆
リ
ズ
ム
：
な
ぎ
ひ
こ
の
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
。
な
ぎ
ひ
こ
と
の
キ
ャ
ラ
な

り
は
て
ま
り
が
ヤ
マ
ト
マ
イ
ヒ
メ
で
、
リ
ズ
ム
が
ビ
ー
ト
ジ
ャ
ン
パ
ー
。

ク
ス
ク
ス
：
り
ま
の
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
。
り
ま
と
同
じ
く
お
笑
い
が
好
き
。
り
ま

と
の
キ
ャ
ラ
な
り
は
ク
ラ
ウ
ン
ド
ロ
ッ
プ
。

ペ
ペ
：
や
や
の
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
。
実
は
や
や
よ
り
し
っ
か
り
者
。
や
や
と
の
キ

ャ
ラ
な
り
は
デ
ィ
ア
ベ
イ
ビ
ー
。
こ
の
小
説
で
は
新
た
な
キ
ャ
ラ
な
り
と
し
て

ス
ピ
ロ
ー
ブ
ベ
イ
ビ
ー
が
登
場
。

闇
キ
ャ
ラ
：
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
が
持
ち
主
の
悪
意
あ
る
心
が
強
く
な
っ
て
生
ま
れ

た
存
在
。
故
に
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
よ
り
能
力
は
格
上
。
持
ち
主
と
ダ
ー
ク
キ
ャ
ラ

な
り
で
き
る
他
、
持
ち
主
以
外
と
も
で
き
る
様
子
。

ミ
ヤ
＆
ゼ
ア
ス
：
莱
夢
の
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
で
、
か
つ
闇
キ
ャ
ラ
。
ミ
ヤ
は
持
ち

主
で
は
な
い
亜
夢
と
キ
ャ
ラ
な
り
し
て
い
る
。
亜
夢
と
の
ダ
ー
ク
キ
ャ
ラ
な
り

は
ア
ミ
ュ
レ
ッ
ト
ダ
ー
ク
ネ
ス
で
、
莱
夢
と
の
キ
ャ
ラ
な
り
は
他
５
体
の
し
ゅ

ご
キ
ャ
ラ
を
取
り
込
ん
だ
フ
ァ
ン
ト
ム
ウ
ィ
ザ
ー
ド
。
ゼ
ア
ス
の
キ
ャ
ラ
な
り

は
不
明
。

ラ
イ
：
時
臣
の
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
で
、
か
つ
闇
キ
ャ
ラ
。
時
臣
と
の
ダ
ー
ク
キ
ャ

ラ
な
り
は
キ
ン
グ
ダ
ム
シ
ャ
ド
ー
。

ド
ロ
ワ
：
静
海
の
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
で
、
か
つ
闇
キ
ャ
ラ
。
静
海
と
は
違
い
、
普

段
は
標
準
語
。
静
海
と
の
ダ
ー
ク
キ
ャ
ラ
な
り
は
イ
フ
リ
ー
ト
ダ
ン
サ
ー
。

ヴ
ィ
ス
：
閨
夜
の
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
で
、
か
つ
闇
キ
ャ
ラ
。
閨
夜
と
の
キ
ャ
ラ
な

り
は
ブ
ラ
ッ
デ
ィ
ロ
ー
ズ
。

テ
ィ
ン
ク
：
音
譜
の
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
で
、
か
つ
闇
キ
ャ
ラ
。
音
譜
と
の
ダ
ー
ク

キ
ャ
ラ
な
り
は
ジ
ャ
ミ
ン
グ
パ
ル
サ
ー
。



5

ダ
ー
ク
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
の
５
人
組
に
誘
拐
さ
れ
た
亜
夢
を
助
け
る
た
め
に
、
ル

ル
と
歌
唄
達
は
最
近
で
き
た
遊
園
地
に
や
っ
て
来
た
。

３
人
の
刺
客
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
何
と
か
城
ま
で
や
っ
て
来
た
歌
唄
達
。

そ
こ
で
待
っ
て
い
た
の
は
３
人
を
ま
と
め
上
げ
る
２
人
と
、
ダ
ー
ク
ガ
ー
デ
ィ

ア
ン
に
よ
っ
て
洗
脳
さ
れ
敵
に
な
っ
た
亜
夢
だ
っ
た
。

亜
夢
の
圧
倒
的
な
強
さ
に
苦
戦
す
る
歌
唄
達
だ
が
、
ル
ル
の
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
・

ナ
ナ
が
覚
醒
。

ル
ル
は
ナ
ナ
と
キ
ャ
ラ
な
り
し
、
ド
ロ
シ
ア
レ
イ
ン
ボ
ー
と
な
っ
た
。

ル
ル
・
ド
・
モ
ル
セ
ー
ル

「
ド
ロ
シ
ア
レ
イ
ン
ボ
ー
・
・
・
こ
れ
が
、
ア
タ
シ
の
キ
ャ
ラ
な
り
・
・
・
」

獅
童
時
臣

「
チ
ィ
ッ
・
・
・
ま
さ
か
ル
ル
が
キ
ャ
ラ
な
り
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
は
な
・
・

・
」

鬼
怒
川
莱
夢

「
面
倒
な
事
に
な
っ
た
わ
ね
。
」

日
奈
森
亜
夢

「
と
り
あ
え
ず
ア
タ
シ
達
は
屋
上
に
行
き
ま
し
ょ
う
。
」

亜
夢
達
３
人
は
消
え
た
。
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シ
ュ
パ
ッ
！

星
名
歌
唄

「
あ
、
待
ち
な
さ
い
！
！
」

獄
猿
静
海

「
オ
マ
エ
達
に
は
ま
ず
オ
レ
達
と
戦
っ
て
も
ら
う
ぜ
よ
。
」

烏
条
音
譜

「
ア
タ
シ
達
３
人
に
勝
て
た
ら
、
リ
ー
ダ
ー
達
の
元
に
行
け
る
わ
よ
。
」

兎
帳
閨
夜

「
ま
、
そ
う
い
う
事
～
。
」

静
海
達
も
消
え
た
。

シ
ュ
パ
ッ
！

歌
唄

「
み
ん
な
、
中
に
入
る
わ
よ
！
！
」

歌
唄
達
は
城
の
中
に
入
っ
て
行
っ
た
。

辺
里
唯
世

「
３
つ
の
ド
ア
が
あ
る
ね
・
・
・
」

藤
咲
な
ぎ
ひ
こ
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「
ボ
ク
と
り
ま
ち
ゃ
ん
は
赤
の
ド
ア
に
入
る
よ
。
」

真
城
り
ま

「
行
き
ま
し
ょ
う
。
」

な
ぎ
ひ
こ
と
り
ま
は
赤
の
部
屋
に
入
っ
た
。

唯
世

「
ボ
ク
と
や
や
ち
ゃ
ん
は
黄
の
ド
ア
だ
。
行
く
よ
や
や
ち
ゃ
ん
！
」

結
木
や
や

「
は
～
い
！
」

唯
世
と
や
や
も
黄
の
部
屋
に
入
っ
た
。

歌
唄

「
じ
ゃ
あ
、
ア
タ
シ
達
も
・
・
・
」

ル
ル

「
行
き
ま
し
ょ
う
か
。
」

歌
唄
と
ル
ル
は
、
残
っ
た
緑
の
部
屋
に
入
っ
て
行
っ
た
。

な
ぎ
ひ
こ
と
り
ま
は
静
海
と
戦
っ
て
い
た
。

静
海
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「
炎
獄
波
！
！
」

静
海
は
足
を
叩
き
つ
け
、
走
る
火
柱
を
放
つ
。

ゴ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
・
・
・

な
ぎ
ひ
こ

「
ア
イ
シ
ク
ル
シ
ュ
ー
ト
！
！
」

な
ぎ
ひ
こ
は
冷
気
の
ボ
ー
ル
を
蹴
り
、
火
柱
を
凍
ら
せ
る
。

ド
ン
！

ビ
キ
ビ
キ
ビ
キ
・
・
・

り
ま

「
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
！
！
」

す
か
さ
ず
り
ま
が
ク
ラ
ブ
を
投
げ
、
凍
っ
た
火
柱
を
破
壊
し
た
。

ブ
ン
ッ
！

バ
キ
ャ
ア
！
！

静
海

「
さ
す
が
に
２
回
目
と
も
な
る
と
キ
ャ
ラ
な
り
を
使
い
こ
な
す
な
。
で
は
、
こ

れ
じ
ゃ
き
！
城
郭
炎
獄
！
！
」

静
海
が
地
面
を
叩
く
と
、
な
ぎ
ひ
こ
と
り
ま
の
周
り
が
火
柱
に
囲
ま
れ
た
。
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ゴ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
！
！

り
ま

「
熱
い
・
・
・
！
！
」

静
海

「
こ
れ
は
た
だ
の
周
囲
火
柱
で
は
な
い
き
に
！
時
折
地
面
か
ら
火
柱
が
突
き
出

す
地
獄
の
罠
じ
ゃ
き
！
！
さ
ぁ
、
こ
れ
を
ど
う
防
ぐ
ぜ
よ
！
！
」

り
ま

「
私
、
熱
い
の
苦
手
な
の
よ
・
・
・
」

な
ぎ
ひ
こ

「
り
ま
ち
ゃ
ん
、
ゴ
メ
ン
！
」

な
ぎ
ひ
こ
は
り
ま
を
抱
き
か
か
え
た
。

り
ま

「
な
、
な
ぎ
ひ
こ
！
？
」

な
ぎ
ひ
こ

「
こ
う
い
っ
た
事
は
ボ
ク
の
方
が
得
意
分
野
な
ん
だ
。
」

な
ぎ
ひ
こ
は
軽
快
に
火
柱
を
避
け
て
い
く
。

な
ぎ
ひ
こ

「
こ
の
感
覚
、
思
い
出
し
た
・
・
・
」

な
ぎ
ひ
こ
は
自
分
の
過
去
を
思
い
出
し
て
い
た
。
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な
ぎ
ひ
こ

「
（
ボ
ク
は
確
か
に
完
璧
な
女
形
に
は
な
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
構
わ
な
い
！
ボ

ク
に
は
ボ
ク
の
踊
り
が
あ
る
！
！
）
」

そ
の
時
、
な
ぎ
ひ
こ
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
ピ
ン
ク
の
し
ゅ
ご
タ
マ
が
飛
び
出
す
。

ス
ポ
ッ
！

な
ぎ
ひ
こ

「
！
？
」

ポ
ン
ッ
！

ピ
ン
ク
の
し
ゅ
ご
タ
マ
か
ら
て
ま
り
が
生
ま
れ
た
。

な
ぎ
ひ
こ

「
て
ま
り
・
・
・
」

て
ま
り

「
お
久
し
ぶ
り
ね
な
ぎ
ひ
こ
！
」

リ
ズ
ム

「
選
手
交
代
！
」

て
ま
り

「
は
い
な
。
」

な
ぎ
ひ
こ

「
ボ
ク
の
心
、
ア
ン
ロ
ッ
ク
・
・
・
キ
ャ
ラ
な
り
！
ヤ
マ
ト
マ
イ
ヒ
メ
！
！
」
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な
ぎ
ひ
こ
は
て
ま
り
と
キ
ャ
ラ
な
り
し
、
ヤ
マ
ト
マ
イ
ヒ
メ
に
な
っ
た
。

り
ま

「
２
人
目
の
キ
ャ
ラ
な
り
・
・
・
あ
な
た
が
前
ク
イ
ー
ン
ズ
チ
ェ
ア
の
な
で
し

こ
な
の
ね
？
」

な
ぎ
ひ
こ

「
え
え
。
で
は
、
手
早
く
片
づ
け
ま
し
ょ
う
。
」

り
ま

「
は
い
！
」

な
ぎ
ひ
こ
・
り
ま

「
ク
イ
ー
ン
ズ
ワ
ル
ツ
！
！
」

な
ぎ
ひ
こ
と
り
ま
は
手
を
交
差
さ
せ
、
癒
し
の
光
を
放
つ
。

パ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
・
・
・

静
海

「
う
・
・
・
う
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
！
！
」

静
海
は
ド
ロ
ワ
と
の
キ
ャ
ラ
な
り
が
解
け
、
倒
れ
た
。

ド
サ
ッ
！

ク
ス
ク
ス

「
り
ま
～
！
勝
て
た
ね
～
！
！
」

り
ま
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「
私
だ
け
じ
ゃ
無
理
だ
っ
た
。
な
ぎ
ひ
こ
が
い
て
く
れ
た
か
ら
勝
て
た
の
よ
。
」

な
ぎ
ひ
こ

「
こ
れ
で
１
人
倒
し
た
わ
。
」

り
ま

「
他
の
４
人
は
大
丈
夫
か
し
ら
？
」

な
ぎ
ひ
こ

「
少
し
心
配
ね
・
・
・
」

り
ま

「
そ
う
ね
・
・
・
っ
て
、
な
ぜ
ま
だ
な
で
し
こ
の
ま
ま
な
の
？
」

な
ぎ
ひ
こ

「
何
と
な
く
。
ど
ち
ら
も
本
当
の
私
だ
か
ら
気
に
し
な
い
で
♪
」

り
ま

「
ハ
ァ
・
・
・
」

り
ま
は
苦
笑
い
を
浮
か
べ
て
い
た
。

唯
世
と
や
や
も
、
閨
夜
と
戦
っ
て
い
た
。

閨
夜

「
ア
ン
タ
達
も
し
ぶ
と
い
ね
～
。
こ
れ
だ
け
の
力
の
差
を
見
せ
つ
け
て
も
ま
だ
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ア
チ
シ
を
倒
せ
る
と
思
っ
て
る
な
ん
て
。
」

唯
世

「
物
事
に
絶
対
な
ん
て
有
り
得
な
い
！
ど
ん
な
に
強
大
な
力
で
も
必
ず
ど
こ
か

に
突
破
口
が
あ
る
ん
だ
！
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
ソ
ー
ド
！
！
」

唯
世
の
杖
が
剣
に
変
わ
る
。

唯
世

「
ハ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ッ
！
！
」

唯
世
は
剣
を
持
っ
て
閨
夜
に
突
っ
込
ん
だ
。

閨
夜

「
ム
ダ
だ
っ
て
言
っ
て
ん
で
し
ょ
う
が
！
！
ボ
ル
ト
ロ
ー
ズ
・
シ
ー
ル
ド
！
！
」

閨
夜
は
電
気
を
ま
と
っ
た
バ
ラ
の
盾
を
発
動
し
、
剣
を
弾
い
た
。

ズ
ァ
ッ
！

バ
チ
ィ
！
！

唯
世

「
！
！
」

閨
夜

「
ボ
ル
ト
ロ
ー
ズ
・
ウ
ィ
ッ
プ
！
！
」

閨
夜
は
電
気
を
ま
と
っ
た
バ
ラ
の
ム
チ
を
放
つ
。
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シ
ュ
ッ
！

ム
チ
は
唯
世
を
絡
め
取
っ
た
。

シ
ュ
ル
シ
ュ
ル
！

唯
世

「
う
わ
っ
！
！
」

閨
夜

「
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
・
ボ
ル
ト
！
！
」

バ
ラ
の
ム
チ
か
ら
の
電
撃
が
唯
世
を
攻
撃
す
る
。

バ
リ
バ
リ
バ
リ
バ
リ
！
！

唯
世

「
う
わ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
」

や
や

「
唯
世
！
！
」

閨
夜

「
力
の
差
は
歴
然
よ
！
ア
ン
タ
達
が
ア
チ
シ
に
勝
つ
事
は
で
き
な
い
の
！
！
」

閨
夜
は
高
笑
い
し
て
い
る
。

や
や

「
唯
世
・
・
・
（
や
や
が
弱
い
か
ら
、
唯
世
が
危
険
な
目
に
・
・
・
ど
う
す
れ

ば
良
い
の
・
・
・
）
」
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や
や
は
泣
き
そ
う
に
な
っ
て
い
る
。

す
る
と
、
ペ
ペ
の
心
の
声
が
聞
こ
え
た
。

ぺ
ぺ
『
や
や
た
ん
、
諦
め
な
い
で
！
ぺ
ぺ
は
や
や
た
ん
の
強
い
意
思
か
ら
生
ま

れ
た
ん
だ
か
ら
ね
！
』

や
や

「
ペ
ペ
・
・
・
や
や
の
心
、
ア
ン
ロ
ッ
ク
！
！
」

パ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
・
・
・

や
や

「
キ
ャ
ラ
な
り
！
ス
ピ
ロ
ー
ブ
ベ
イ
ビ
ー
！
！
」

や
や
は
羽
衣
を
ま
と
っ
た
姿
に
な
っ
た
。

唯
世

「
や
や
ち
ゃ
ん
の
姿
が
変
わ
っ
た
！
？
」

閨
夜

「
姿
が
変
わ
っ
て
も
赤
ち
ゃ
ん
は
弱
い
ま
ま
よ
！
ボ
ル
ト
ロ
ー
ズ
・
ウ
ィ
ッ
プ

！
！
」

閨
夜
は
バ
ラ
の
ム
チ
を
放
つ
。

ド
シ
ュ
ッ
！
！

や
や
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「
ガ
ラ
ガ
ラ
・
ボ
ム
！
！
」

や
や
は
ガ
ラ
ガ
ラ
型
の
爆
弾
を
投
げ
、
ム
チ
を
爆
破
す
る
。

ブ
ン
ッ
！

ド
ゴ
ォ
！
！

閨
夜

「
な
！
？
」

や
や

「
ロ
ー
ブ
カ
ッ
タ
ー
！
！
」

や
や
は
羽
衣
を
鋭
い
刃
に
変
え
、
唯
世
を
縛
る
ム
チ
を
叩
き
斬
っ
た
。

ザ
ン
ッ
！
！

唯
世

「
あ
り
が
と
う
！
ま
さ
か
や
や
ち
ゃ
ん
に
助
け
ら
れ
る
な
ん
て
ね
。
」

や
や

「
や
や
だ
っ
て
や
る
時
は
や
る
ん
だ
か
ら
ね
！
！
ス
ピ
リ
ッ
ト
メ
リ
ー
メ
リ
ー

！
！
」

や
や
は
傘
型
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
を
発
動
し
た
。

ガ
ラ
ガ
ラ
ガ
ラ
ガ
ラ
！

閨
夜
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「
う
・
・
・
段
々
眠
く
な
っ
て
き
た
・
・
・
」

唯
世

「
今
だ
！
！
」

閨
夜
が
目
を
こ
す
っ
て
い
る
隙
を
つ
き
、
唯
世
は
閨
夜
に
突
っ
込
ん
だ
。

唯
世

「
ホ
ー
リ
ー
ク
ラ
ウ
ン
！
！
」

唯
世
は
ホ
ー
リ
ー
ク
ラ
ウ
ン
で
閨
夜
を
吹
っ
飛
ば
す
。

ド
ン
！
！

閨
夜

「
キ
ャ
ア
ア
ア
ア
ア
！
！
」

閨
夜
は
ヴ
ィ
ス
と
の
キ
ャ
ラ
な
り
が
解
け
、
気
絶
し
た
。

ド
サ
ッ
！

や
や

「
勝
て
た
ね
、
唯
世
！
」

唯
世

「
う
ん
。
歌
唄
ち
ゃ
ん
達
は
大
丈
夫
か
な
・
・
・
」

唯
世
は
歌
唄
達
の
身
を
案
じ
て
い
た
。
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歌
唄
と
ル
ル
は
、
音
譜
と
戦
っ
て
い
た
。

音
譜

「
ブ
ラ
ッ
ク
ウ
ィ
ン
グ
！
！
」

音
譜
は
翼
を
は
た
め
か
せ
、
黒
い
羽
根
を
無
数
に
放
っ
た
。

バ
バ
バ
バ
バ
！
！

歌
唄

「
ホ
ワ
イ
ト
シ
ー
ル
ド
！
！
」

歌
唄
は
翼
を
交
差
さ
せ
盾
に
し
、
攻
撃
を
防
ぐ
。

ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
！
！

ル
ル

「
ペ
イ
ン
ト
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
！
！
」

ル
ル
も
ペ
イ
ン
ト
弾
を
連
射
す
る
。

ド
ド
ド
ド
ド
！
！

音
譜

「
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ー
ル
ド
！
！
」

音
譜
も
翼
で
攻
撃
を
防
い
だ
。
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歌
唄

「
ク
ッ
、
隙
が
な
い
・
・
・
」

音
譜

「
亜
夢
に
聞
い
た
わ
よ
。
あ
な
た
、
イ
ー
ス
タ
ー
の
刺
客
だ
っ
た
そ
う
ね
。
」

歌
唄

「
！
！
」

音
譜

「
あ
な
た
、
歌
の
力
で
×
タ
マ
を
集
め
て
い
た
ん
で
し
ょ
う
？
そ
ん
な
事
を
や

っ
て
い
た
の
に
よ
く
亜
夢
と
親
友
な
ん
て
言
え
る
わ
ね
？
」

歌
唄

「
う
・
・
・
」

音
譜

「
あ
な
た
の
や
っ
て
い
る
事
は
咎
め
は
な
い
と
は
い
え
犯
罪
者
も
同
然
！
あ
な

た
に
本
当
の
親
友
な
ん
て
で
き
な
い
の
よ
！
！
」

歌
唄

「
う
ぅ
・
・
・
」

歌
唄
は
俯
い
て
い
る
。

ル
ル

「
そ
ん
な
事
な
い
！
！
」

音
譜
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「
ん
？
」

ル
ル

「
ア
タ
シ
は
亜
夢
と
知
り
合
っ
て
日
が
浅
い
け
ど
、
亜
夢
は
そ
ん
な
ヒ
ド
い
事

は
言
わ
な
い
！
あ
な
た
の
言
っ
て
る
事
は
間
違
っ
て
い
る
わ
！
！
」

歌
唄

「
ル
ル
・
・
・
」

音
譜

「
生
意
気
な
娘
ね
・
・
・
で
も
ア
タ
シ
に
は
勝
て
な
い
の
よ
！
ブ
ラ
ッ
ク
ウ
ィ

ン
グ
！
！
」

音
譜
は
羽
根
を
無
数
に
飛
ば
す
。

バ
バ
バ
バ
バ
！
！

ル
ル

「
ペ
イ
ン
ト
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
！
！
」

ル
ル
は
ペ
イ
ン
ト
弾
で
攻
撃
を
相
殺
し
た
。

ド
ド
ド
ド
ド
！
！

音
譜

「
ア
タ
シ
の
攻
撃
を
相
殺
し
た
！
？
」

ル
ル

「
ド
ロ
シ
ア
ボ
ー
ル
！
！
シ
ュ
ー
ト
！
！
」
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ル
ル
は
虹
色
の
ボ
ー
ル
を
音
譜
に
向
け
て
放
つ
。

ド
ン
！
！

音
譜

「
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ー
ル
ド
！
！
」

音
譜
は
翼
を
交
差
さ
せ
盾
に
す
る
が
、
ボ
ー
ル
が
盾
を
弾
き
飛
ば
す
。

バ
チ
ィ
！
！

音
譜

「
ウ
ソ
！
？
」

ボ
ー
ル
は
そ
の
ま
ま
、
音
譜
を
吹
っ
飛
ば
し
た
。

ド
ゴ
ォ
！
！

音
譜

「
キ
ャ
ア
ア
ア
ア
ア
！
！
」

ド
サ
ッ
！

音
譜

「
そ
ん
な
・
・
・
ア
タ
シ
が
こ
ん
な
娘
に
負
け
た
・
・
・
」

音
譜
は
テ
ィ
ン
ク
と
の
キ
ャ
ラ
な
り
が
解
け
、
気
絶
す
る
。

ル
ル

「
亜
夢
は
歌
唄
を
本
当
の
親
友
だ
と
思
っ
て
る
。
あ
ん
な
ヤ
ツ
の
言
う
事
真
に
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受
け
な
い
で
！
」

歌
唄

「
あ
り
が
と
う
ル
ル
。
あ
な
た
に
勇
気
づ
け
ら
れ
る
な
ん
て
ね
。
」

ル
ル

「
さ
ぁ
、
行
き
ま
し
ょ
う
！
」

歌
唄

「
え
え
！
」

歌
唄
と
ル
ル
は
、
部
屋
を
後
に
し
た
。

歌
唄
達
は
合
流
し
、
真
ん
中
の
部
屋
に
集
ま
っ
た
。

り
ま

「
み
ん
な
撃
退
し
た
み
た
い
ね
。
」

や
や

「
あ
、
紫
色
の
扉
が
開
い
て
る
！
」

な
ぎ
ひ
こ

「
こ
こ
か
ら
上
の
部
屋
に
行
け
る
み
た
い
だ
ね
。
」

歌
唄

「
み
ん
な
、
気
を
引
き
締
め
て
行
く
わ
よ
！
！
」
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ル
ル
達
は
強
く
返
事
す
る
。

唯
世

「
じ
ゃ
あ
、
行
こ
う
！
！
」

唯
世
達
は
紫
色
の
ド
ア
を
開
け
、
奥
へ
と
進
ん
だ
。

唯
世
達
が
上
の
部
屋
に
着
く
と
、
そ
こ
に
は
時
臣
と
ラ
イ
が
待
っ
て
い
た
。

時
臣

「
来
た
か
、
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
共
。
ま
さ
か
３
人
共
倒
さ
れ
る
と
は
な
。
だ
が
、

オ
レ
は
倒
せ
ん
！
ラ
イ
、
叩
き
潰
す
ぞ
！
！
」

ラ
イ

「
承
知
の
上
だ
。
」

唯
世

「
来
る
よ
！
み
ん
な
、
キ
ャ
ラ
な
り
だ
！
ボ
ク
の
心
ア
ン
ロ
ッ
ク
！
キ
ャ
ラ
な

り
・
プ
ラ
チ
ナ
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
！
！
」

や
や

「
や
や
の
心
ア
ン
ロ
ッ
ク
！
キ
ャ
ラ
な
り
・
デ
ィ
ア
ベ
イ
ビ
ー
！
！
」

り
ま

「
私
の
心
ア
ン
ロ
ッ
ク
！
キ
ャ
ラ
な
り
・
ク
ラ
ウ
ン
ド
ロ
ッ
プ
！
！
」

な
ぎ
ひ
こ
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「
ボ
ク
の
心
ア
ン
ロ
ッ
ク
！
キ
ャ
ラ
な
り
・
ビ
ー
ト
ジ
ャ
ン
パ
ー
！
！
」

歌
唄

「
ア
タ
シ
の
心
ア
ン
ロ
ッ
ク
！
キ
ャ
ラ
な
り
・
ル
ナ
テ
ィ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ム
！
！
」

ル
ル

「
ア
タ
シ
の
心
ア
ン
ロ
ッ
ク
！
キ
ャ
ラ
な
り
・
ド
ロ
シ
ア
レ
イ
ン
ボ
ー
！
！
」

唯
世
達
は
全
員
キ
ャ
ラ
な
り
す
る
。

時
臣

「
オ
レ
の
心
、
ア
ン
ロ
ッ
ク
・
・
・
ダ
ー
ク
キ
ャ
ラ
な
り
・
キ
ン
グ
ダ
ム
シ
ャ

ド
ー
！
！
」

時
臣
は
ラ
イ
と
ダ
ー
ク
キ
ャ
ラ
な
り
し
、
黄
金
の
鎧
を
身
に
ま
と
っ
た
姿
と
な

っ
た
。

手
に
は
紫
色
の
剣
を
持
っ
て
い
る
。

時
臣

「
ク
ク
ク
・
・
・
こ
れ
は
獅
童
家
に
伝
わ
る
秘
宝
の
剣
・
レ
オ
リ
ッ
ク
セ
イ
バ

ー
。
だ
が
オ
レ
が
ダ
ー
ク
キ
ャ
ラ
な
り
の
力
を
引
き
出
し
て
使
え
ば
、
陰
雷
の

剣
ダ
ー
ク
レ
オ
セ
イ
バ
ー
と
な
る
！
！
さ
ぁ
、
こ
の
一
撃
を
受
け
て
み
ろ
！
！

獅
童
・
雷
獄
衝
波
！
！
」

時
臣
は
剣
を
地
面
に
突
き
刺
し
、
紫
色
の
雷
撃
を
ま
と
っ
た
衝
撃
波
を
撃
ち
出

し
た
。

バ
リ
バ
リ
バ
リ
バ
リ
！
！
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歌
唄

「
ロ
ー
レ
ラ
イ
シ
ー
ル
ド
！
！
」

歌
唄
は
無
数
の
黒
蝶
を
放
ち
、
衝
撃
波
を
跳
ね
返
す
。

ブ
ァ
ッ
！
！

バ
チ
ィ
！
！

時
臣

「
チ
ィ
ッ
！
」

時
臣
は
剣
を
構
え
、
衝
撃
波
を
吸
収
し
た
。

ギ
ュ
イ
イ
イ
・
・
・

な
ぎ
ひ
こ

「
あ
の
剣
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
吸
収
で
き
る
の
か
！
？
」

歌
唄

「
だ
っ
た
ら
物
理
攻
撃
で
攻
め
る
ま
で
よ
！
リ
リ
ン
ト
ラ
イ
デ
ン
ト
！
！
」

歌
唄
は
赤
い
三
叉
矛
を
発
動
し
、
時
臣
に
突
っ
込
ん
だ
。

ド
ン
ッ
！
！

歌
唄

「
ハ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ッ
！
！
」

時
臣
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「
バ
カ
が
。
ダ
ー
ク
ネ
ス
ホ
ー
ル
ド
！
！
」

時
臣
は
剣
か
ら
紫
色
の
ド
ー
ム
状
バ
リ
ア
を
発
動
し
、
歌
唄
の
攻
撃
を
防
ぐ
。

ガ
キ
ィ
ン
！
！

歌
唄

「
な
っ
！
？
」

時
臣

「
甘
い
ん
だ
よ
小
娘
！
雷
獄
衝
波
！
！
」

時
臣
は
剣
を
振
り
下
ろ
し
、
衝
撃
波
で
歌
唄
を
吹
っ
飛
ば
し
た
。

ズ
ン
ッ
！
！

歌
唄

「
キ
ャ
ア
ア
ア
！
！
」

ル
ル

「
レ
ス
キ
ュ
ー
ロ
ー
ブ
！
！
」

ビ
ュ
ン
！

バ
シ
ッ
！

ル
ル
は
羽
衣
を
伸
ば
し
、
歌
唄
を
受
け
止
め
た
。

歌
唄

「
あ
、
あ
り
が
と
・
・
・
」
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ル
ル

「
亜
夢
は
返
し
て
も
ら
う
わ
よ
！
！
ド
ロ
シ
ア
イ
ン
パ
ク
ト
！
！
」

ル
ル
は
爆
発
す
る
衝
撃
波
を
放
つ
。

ド
ゴ
ォ
！
！

ゴ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
・
・
・

時
臣

「
バ
カ
め
、
そ
ん
な
技
で
こ
の
オ
レ
の
技
が
防
げ
る
か
ぁ
！
！
ダ
ー
ク
ネ
ス
ホ

ー
ル
ド
！
！
」

時
臣
も
ダ
ー
ク
ネ
ス
ホ
ー
ル
ド
を
放
つ
。

ズ
バ
ァ
！
！

だ
が
、
ル
ル
の
ド
ロ
シ
ア
イ
ン
パ
ク
ト
は
時
臣
の
技
を
突
き
破
っ
た
。

ド
ン
！
！

時
臣

「
バ
、
バ
カ
な
！
？
」

ル
ル
の
技
は
そ
の
ま
ま
、
時
臣
を
吹
き
飛
ば
す
。

ド
ゴ
ォ
！
！

時
臣
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「
う
わ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
」

時
臣
は
地
面
に
叩
き
つ
け
ら
れ
、
片
ヒ
ザ
を
つ
い
た
。

ド
サ
ッ
！

時
臣

「
な
ぜ
・
・
・
オ
レ
の
技
が
こ
ん
な
ヤ
ツ
に
破
ら
れ
た
ん
だ
・
・
・
」

時
臣
は
気
絶
す
る
。

ル
ル

「
私
に
ば
か
り
目
が
い
っ
て
い
て
気
づ
か
な
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
が
、
私
の
技

に
は
補
助
技
が
か
か
っ
て
い
た
の
よ
。
や
や
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
エ
ナ
ジ
ー
が
ね
。
」

や
や

「
ス
ピ
リ
ッ
ト
エ
ナ
ジ
ー
は
、
技
に
か
け
て
使
う
事
で
そ
の
技
の
威
力
を
数
倍

に
高
め
る
事
が
で
き
る
の
よ
！
」

り
ま

「
と
り
あ
え
ず
こ
れ
で
４
人
倒
し
た
け
ど
・
・
・
」

や
や

「
何
も
変
わ
っ
て
な
い
ね
。
」

な
ぎ
ひ
こ

「
見
て
！
こ
の
部
屋
の
四
隅
の
壁
が
光
り
だ
し
た
！
」

唯
世

「
向
こ
う
に
見
え
る
ピ
ン
ク
色
の
壁
が
せ
り
上
が
っ
て
る
。
４
人
を
倒
す
事
で
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ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
た
ん
だ
！
」

ル
ル

「
こ
の
先
に
亜
夢
が
・
・
・
」

歌
唄

「
み
ん
な
、
行
く
わ
よ
！
！
」

歌
唄
達
は
、
開
い
た
扉
の
先
に
進
ん
だ
。

り
ま

「
亜
夢
！
」

唯
世

「
莱
夢
も
い
る
ね
。
」

進
ん
だ
先
の
部
屋
で
は
、
亜
夢
と
莱
夢
が
待
っ
て
い
た
。

歌
唄

「
待
っ
て
て
、
亜
夢
！
す
ぐ
に
助
け
て
あ
げ
る
か
ら
ね
！
み
ん
な
、
キ
ャ
ラ
な

り
よ
！
！
」

歌
唄
達
は
キ
ャ
ラ
な
り
す
る
。

亜
夢

「
ミ
ヤ
、
キ
ャ
ラ
な
り
よ
。
」

ミ
ヤ

「
承
知
。
」
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亜
夢

「
ア
タ
シ
の
心
ア
ン
ロ
ッ
ク
・
・
・
ダ
ー
ク
キ
ャ
ラ
な
り
・
ア
ミ
ュ
レ
ッ
ト
ダ

ー
ク
ネ
ス
！
！
」

亜
夢
も
ミ
ヤ
と
キ
ャ
ラ
な
り
し
た
。

歌
唄

「
一
気
に
決
め
る
！
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ィ
ン
グ
！
！
」

歌
唄
は
白
い
羽
根
を
無
数
に
放
つ
。

ブ
ァ
ッ
！

亜
夢

「
ジ
ャ
ミ
ン
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
。
」

亜
夢
は
黒
い
タ
ク
ト
を
振
り
、
音
符
の
バ
リ
ア
で
攻
撃
を
防
い
だ
。

ド
ン
！
！

亜
夢
は
歌
唄
に
突
っ
込
ん
で
来
る
。

歌
唄

「
ル
ナ
テ
ィ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ム
！
リ
リ
ン
ト
ラ
イ
デ
ン
ト
！
！
」

歌
唄
は
す
ぐ
に
ル
ナ
テ
ィ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ム
に
キ
ャ
ラ
な
り
し
、
三
つ
叉
の
矛
を

取
り
出
し
た
。

亜
夢

「
甘
い
・
・
・
ダ
ー
ク
ネ
ス
ソ
ウ
ル
！
ブ
ラ
ッ
ド
ス
ラ
ッ
シ
ュ
！
！
」
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亜
夢
は
女
侍
の
よ
う
な
姿
に
な
り
、
剣
を
振
り
下
ろ
す
。

ブ
ン
！
！

歌
唄

「
わ
っ
！
！
」

歌
唄
は
矛
を
両
手
で
持
ち
攻
撃
を
防
ご
う
と
し
た
が
、
亜
夢
の
剣
に
矛
を
真
っ

２
つ
に
さ
れ
た
。

ザ
ン
！
！

歌
唄

「
そ
ん
な
！
リ
リ
ン
ト
ラ
イ
デ
ン
ト
が
折
ら
れ
る
な
ん
て
！
！
」

唯
世

「
あ
の
姿
、
三
条
君
の
キ
ャ
ラ
な
り
に
似
て
い
る
！
」

な
ぎ
ひ
こ

「
１
度
見
た
キ
ャ
ラ
な
り
は
自
由
に
使
え
る
と
い
う
事
か
・
・
・
」

亜
夢

「
ダ
ー
ク
ネ
ス
ジ
ャ
ッ
ク
！
ニ
ー
ド
ボ
ー
ル
・
シ
ュ
ー
ト
！
！
」

亜
夢
は
サ
ッ
カ
ー
選
手
を
模
し
た
姿
に
な
り
、
ト
ゲ
の
つ
い
た
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー

ル
を
蹴
り
飛
ば
す
。

ド
ン
！
！
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な
ぎ
ひ
こ

「
ア
イ
シ
ク
ル
・
シ
ュ
ー
ト
！
！
」

な
ぎ
ひ
こ
は
氷
の
ボ
ー
ル
で
亜
夢
の
ボ
ー
ル
を
凍
ら
せ
た
。

ビ
キ
キ
・
・
・

程
な
く
、
ボ
ー
ル
が
砕
け
散
る
。

バ
キ
ン
！

な
ぎ
ひ
こ

「
フ
ゥ
・
・
・
！
？
」

亜
夢

「
ダ
ー
ク
ネ
ス
マ
イ
ヒ
メ
！
ブ
レ
イ
ズ
ロ
ー
ブ
！
！
」

亜
夢
は
舞
姫
の
よ
う
な
姿
に
な
る
と
、
炎
を
纏
っ
た
羽
衣
を
伸
ば
し
て
き
た
。

ゴ
ォ
ッ
！
！

ボ
ッ
！
！

な
ぎ
ひ
こ

「
熱
っ
！
！
」

り
ま

「
こ
の
気
迫
・
・
・
亜
夢
は
本
当
に
私
達
の
事
を
忘
れ
ち
ゃ
っ
た
の
・
・
・
？
」

ル
ル
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「
そ
ん
な
事
な
い
！
み
ん
な
で
戦
え
ば
、
必
ず
気
持
ち
は
・
・
・
」

亜
夢

「
ダ
ー
ク
ネ
ス
ダ
イ
ヤ
。
シ
ャ
イ
ニ
ン
グ
チ
ェ
ー
ン
！
！
」

亜
夢
は
黒
い
ア
ミ
ュ
レ
ッ
ト
ダ
イ
ヤ
に
な
り
、
光
の
鎖
で
唯
世
達
を
拘
束
す
る
。

ギ
ュ
ル
ル
ル
・
・
・

バ
シ
ッ
！

り
ま
・
や
や
・
ル
ル

「
キ
ャ
ッ
！
！
」

唯
世
・
な
ぎ
ひ
こ

「
う
っ
！
！
」

歌
唄
は
咄
嗟
に
空
中
に
飛
ん
だ
た
め
、
無
事
だ
っ
た
。

亜
夢

「
ハ
ァ
ッ
！
！
」

亜
夢
は
鎖
を
引
っ
張
り
、
唯
世
達
を
締
め
上
げ
る
。

ギ
リ
ギ
リ
・
・
・

唯
世

「
う
ぁ
ぁ
！
！
」

歌
唄
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「
唯
世
！
亜
夢
、
も
う
止
め
て
・
・
・
」

亜
夢

「
シ
ャ
イ
ニ
ン
グ
チ
ェ
ー
ン
！
！
」

亜
夢
は
歌
唄
に
も
鎖
を
伸
ば
す
。

ギ
ュ
オ
！

歌
唄

「
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
ピ
ー
ド
！
！
」

歌
唄
は
鎖
を
避
け
な
が
ら
、
亜
夢
に
突
っ
込
ん
だ
。

ヒ
ュ
ン
ヒ
ュ
ン
！
！

歌
唄

「
亜
夢
ー
っ
！
！
」

ゴ
ォ
ッ
！
！

歌
唄
は
亜
夢
を
抱
き
締
め
る
。

ギ
ュ
ッ
・
・
・

亜
夢

「
！
？
」

歌
唄

「
亜
夢
、
怖
い
思
い
を
さ
せ
て
ゴ
メ
ン
！
ア
タ
シ
、
あ
な
た
の
た
め
な
ら
頑
張
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れ
る
か
ら
・
・
・
お
願
い
！
自
分
を
見
失
わ
な
い
で
・
・
・
」

歌
唄
の
言
葉
に
、
亜
夢
は
涙
を
流
し
た
。

亜
夢

「
歌
・
・
・
唄
・
・
・
」

亜
夢
の
動
き
が
止
ま
る
。

ル
ル

「
亜
夢
の
動
き
が
止
ま
っ
た
！
」

唯
世

「
今
だ
、
歌
唄
ち
ゃ
ん
！
！
」

歌
唄

「
エ
ン
ジ
ェ
ル
ク
レ
イ
ド
ル
！
！
」

歌
唄
は
美
し
い
歌
声
で
、
亜
夢
か
ら
ミ
ヤ
を
引
き
剥
が
し
た
。

パ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
・
・
・

ミ
ヤ

「
キ
ャ
ア
！
！
」

亜
夢

「
う
・
・
・
歌
唄
？
」

歌
唄

「
亜
夢
！
正
気
に
戻
っ
た
の
ね
？
」
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亜
夢

「
歌
唄
・
・
・
あ
り
が
と
う
！
！
」

亜
夢
は
歌
唄
に
抱
き
つ
く
。

莱
夢

「
お
の
れ
・
・
・
よ
く
も
・
・
・
」

ミ
ヤ

「
こ
う
な
っ
た
ら
、
奥
の
手
よ
！
」

莱
夢

「
や
れ
、
ミ
ヤ
！
」

ミ
ヤ

「
ハ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
！
」

ミ
ヤ
は
突
然
、
巨
大
化
し
た
。

ズ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
・
・
・

そ
し
て
、
ミ
ヤ
の
周
り
に
ラ
イ
達
が
現
れ
る
。

ポ
ン
！

唯
世

「
時
臣
達
の
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
が
！
」

ミ
ヤ
は
巨
大
な
タ
マ
ゴ
に
な
る
と
、
ラ
イ
達
を
次
々
と
飲
み
込
ん
だ
。
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ゴ
ク
ン
、
ゴ
ク
ン
！

な
ぎ
ひ
こ

「
他
の
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
を
飲
み
込
ん
だ
！
？
」

莱
夢

「
ミ
ヤ
は
特
殊
な
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
で
ね
。
他
の
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
を
飲
み
込
む
事

で
力
を
増
す
事
が
で
き
る
の
よ
！
ア
タ
シ
の
心
、
ア
ン
ロ
ッ
ク
・
・
・
」

巨
大
タ
マ
ゴ
と
化
し
た
ミ
ヤ
が
、
莱
夢
を
飲
み
込
む
。

ゴ
ッ
ク
ン
！

パ
ァ
ン
！

莱
夢

「
ダ
ー
ク
キ
ャ
ラ
な
り
！
フ
ァ
ン
ト
ム
ウ
ィ
ザ
ー
ド
！
！
」

莱
夢
は
ミ
ヤ
と
キ
ャ
ラ
な
り
し
、
魔
女
の
様
な
姿
に
な
っ
た
。

莱
夢

「
こ
れ
が
ア
タ
シ
の
最
強
の
ダ
ー
ク
キ
ャ
ラ
な
り
！
仲
間
の
力
を
得
た
ア
タ
シ

の
魔
力
は
数
１
０
倍
に
も
跳
ね
上
が
る
！
さ
ぁ
、
ア
タ
シ
を
止
め
ら
れ
る
か
し

ら
？
ク
ラ
ッ
シ
ュ
ボ
ン
バ
ー
！
！
」

莱
夢
は
ド
レ
ス
か
ら
取
り
出
し
た
爆
弾
を
爆
発
さ
せ
、
衝
撃
波
を
放
つ
。

ド
ゴ
ォ
！
！
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唯
世
・
な
ぎ
ひ
こ

「
う
わ
っ
！
！
」

り
ま
・
や
や

「
キ
ャ
ア
！
！
」

亜
夢

「
み
ん
な
！
！
」

莱
夢

「
ど
う
？
近
づ
け
な
け
れ
ば
ア
タ
シ
を
倒
す
事
は
で
き
な
い
わ
よ
！
！
」

ル
ル

「
確
か
に
そ
う
だ
わ
・
・
・
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
？
」

そ
の
時
、
亜
夢
の
ハ
ン
プ
テ
ィ
・
ロ
ッ
ク
が
７
色
に
光
っ
た
。

パ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
・
・
・

亜
夢

「
ハ
ン
プ
テ
ィ
・
ロ
ッ
ク
が
７
色
に
光
っ
て
る
・
・
・
」

歌
唄

「
ま
さ
か
、
ま
た
・
・
・
？
」

亜
夢
・
歌
唄
・
ル
ル

「
ア
タ
シ
の
心
・
・
・
ア
ン
ロ
ッ
ク
！
！
」

ル
ル

「
キ
ャ
ラ
な
り
！
ド
ロ
シ
ア
プ
リ
ン
セ
ス
！
！
」
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歌
唄

「
キ
ャ
ラ
な
り
！
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
チ
ャ
ー
ム
！
！
」

亜
夢

「
キ
ャ
ラ
な
り
！
ア
ミ
ュ
レ
ッ
ト
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
！
！
」

亜
夢
達
は
キ
ャ
ラ
な
り
し
た
。

し
か
も
、
今
ま
で
の
キ
ャ
ラ
な
り
と
は
全
く
違
う
姿
に
！
！

亜
夢

「
こ
れ
は
・
・
・
」

ラ
ン
『
亜
夢
ち
ゃ
ん
！
』

亜
夢

「
ラ
ン
！
」

ミ
キ
『
ボ
ク
達
４
人
共
い
る
よ
！
』

亜
夢

「
４
人
全
員
！
？
」

ス
ゥ
『
そ
う
で
す
よ
ぅ
～
！
』

ダ
イ
ヤ
『
ウ
フ
フ
♪
』

歌
唄

「
こ
の
姿
・
・
・
エ
ル
と
イ
ル
両
方
と
の
キ
ャ
ラ
な
り
な
の
？
」
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イ
ル
『
そ
う
み
た
い
だ
ぜ
！
』

エ
ル
『
合
体
だ
な
ん
て
、
嬉
し
い
で
す
ぅ
！
』

ナ
ナ
『
ル
ル
！
新
し
い
キ
ャ
ラ
な
り
だ
ぎ
ゃ
！
』

ル
ル

「
え
え
・
・
・
で
も
恐
ら
く
、
こ
の
姿
は
ナ
ナ
だ
け
と
の
キ
ャ
ラ
な
り
じ
ゃ
な

い
・
・
・
（
そ
う
、
ア
タ
シ
の
中
に
も
う
１
つ
タ
マ
ゴ
が
あ
る
・
・
・
こ
の
感

じ
、
ど
こ
か
懐
か
し
い
・
・
・
）
」

莱
夢

「
そ
、
そ
ん
な
・
・
・
３
人
共
新
し
い
キ
ャ
ラ
な
り
だ
な
ん
て
・
・
・
で
も
、

そ
れ
だ
け
じ
ゃ
ア
タ
シ
に
は
勝
て
な
い
わ
よ
！
ボ
ム
フ
ラ
ワ
ー
！
！
」

莱
夢
は
花
の
爆
弾
を
複
数
投
げ
る
。

ブ
ン
、
ブ
ン
！

歌
唄

「
ブ
ー
ケ
シ
ー
ル
ド
！
！
」

歌
唄
は
ブ
ー
ケ
を
か
ざ
し
、
巨
大
化
さ
せ
て
盾
に
す
る
。

ド
ン
！
！

ド
ゴ
ォ
！
！

莱
夢
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「
ク
ッ
・
・
・
ど
う
し
て
・
・
・
？
ど
う
し
て
あ
な
た
達
は
、
こ
ん
な
状
況
下

で
も
ア
タ
シ
に
立
ち
向
か
っ
て
来
れ
る
の
？
何
が
・
・
・
何
が
あ
な
た
達
を
そ

こ
ま
で
駆
り
立
て
る
の
よ
！
？
」

ル
ル

「
信
じ
て
る
か
ら
よ
・
・
・
亜
夢
や
、
み
ん
な
の
事
を
・
・
・
」

莱
夢

「
信
じ
・
・
・
て
る
？
」

歌
唄

「
そ
う
よ
。
あ
な
た
、
仲
間
達
を
信
じ
た
事
が
あ
っ
た
の
か
し
ら
？
」

莱
夢

「
そ
う
い
え
ば
・
・
・
ア
タ
シ
は
仲
間
達
を
１
度
も
信
じ
た
事
が
な
い
わ
・
・
・

今
回
だ
っ
て
、
最
終
的
に
ア
タ
シ
１
人
で
ど
う
に
か
し
よ
う
と
し
て
る
・
・
・

ハ
ハ
・
・
・
負
け
て
当
然
だ
わ
・
・
・
こ
ん
な
ア
タ
シ
に
な
ん
か
、
友
達
な
ん

て
１
人
も
で
き
な
い
わ
よ
ね
・
・
・
」

亜
夢

「
そ
ん
な
事
な
い
！
」

莱
夢

「
・
・
・
え
？
」

亜
夢

「
今
か
ら
で
も
ま
だ
間
に
合
う
よ
！
何
な
ら
ア
タ
シ
達
も
友
達
に
な
っ
て
あ
げ

る
か
ら
！
」

莱
夢



42

「
本
当
？
」

亜
夢

「
う
ん
！
心
か
ら
の
友
達
に
ね
！
」

莱
夢

「
心
か
ら
の
・
・
・
友
達
・
・
・
」

莱
夢
が
巨
大
な
×
タ
マ
に
包
ま
れ
る
。

亜
夢

「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
ハ
ー
ト
に
、
ロ
ッ
ク
オ
ン
！
！
」

亜
夢
・
歌
唄
・
ル
ル

「
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
ハ
ー
ト
・
フ
ル
ボ
リ
ュ
ー
ム
！
！
！
」

亜
夢
達
３
人
か
ら
放
た
れ
た
光
が
、
莱
夢
を
浄
化
し
た
。

パ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
・
・
・

莱
夢
は
そ
の
後
、
時
臣
達
に
謝
っ
て
い
た
。

莱
夢

「
み
ん
な
、
ご
め
ん
な
さ
い
・
・
・
こ
ん
な
ア
タ
シ
だ
け
ど
、
友
達
に
な
っ
て

く
れ
ま
す
か
？
」

静
海

「
何
を
言
っ
て
い
る
ぜ
よ
・
・
・
オ
レ
達
と
莱
夢
は
、
と
っ
く
の
昔
か
ら
友
達
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ぜ
よ
！
」

閨
夜

「
莱
夢
っ
ち
っ
て
ば
、
１
人
で
何
で
も
抱
え
込
み
す
ぎ
な
の
よ
～
！
！
」

音
譜

「
あ
な
た
と
ア
タ
シ
達
は
運
命
共
同
体
。
辛
く
な
っ
た
時
は
、
い
つ
で
も
ア
タ

シ
達
が
そ
ば
に
い
る
。
」

時
臣

「
こ
れ
か
ら
も
ボ
ク
達
の
リ
ー
ダ
ー
で
い
て
く
だ
さ
い
ね
、
莱
夢
・
・
・
」

莱
夢

「
う
ん
・
・
・
あ
り
が
と
、
み
ん
な
・
・
・
」

莱
夢
達
の
光
景
を
、
亜
夢
達
は
微
笑
ま
し
く
見
つ
め
て
い
た
。

そ
の
後
莱
夢
達
は
イ
ー
ス
タ
ー
を
辞
め
、
外
国
へ
と
旅
立
っ
て
行
っ
た
。

で
も
、
亜
夢
達
は
今
も
彼
女
達
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
る
・
・
・

お
し
ま
い



44

　
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

しゅごキャラ！ガーディアンＶＳダークガーディアン！！
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